
２小城市議会だより

　

平
成　

年　

月　

日
を

２０

１２

３１

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
後
任
者
を
推
薦
す
る
。

主
な
事
業

（　

万
円
）

９０

毅
消
防
水
利
標
識
の
設
置

　
　

箇
所

１３
毅
立
石
・
寺
浦
水
防
施
設
フ
ェ

ン
ス
の
修
繕　

２
箇
所

を
整
備
す
る
。 

（
６
０
６
万
円
）

　

役
所
は
、
地
震
や
洪
水
な

ど
に
よ
る
自
然
災
害
に
備
え
、

防
災
・
危
機
管
理
拠
点
、
あ

る
い
は
災
害
復
旧
拠
点
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

三
日
月
庁
舎
は
今
後
本
庁
舎

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
決

定
し
て
い
る
が
、
現
行
の
耐

震
基
準
設
定
以
前
に
建
設
さ

れ
た
庁
舎
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
状
の
耐
震
強
度
を
把
握
す

る
も
の
。 

（
５
０
３
万
円
）

　

平
成　

年
度　

月
分
か
ら

２１

１０

全
て
の
市
町
村
に
お
い
て
個

人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
が
実
施
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
公
的
年
金

の
支
払
機
関
と
の
デ
ー
タ
を

送
受
信
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
電
子
申
請
支
援
シ
ス
テ

ム
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
を
整

備
す
る
。

（
７
１
万
円
）

　

重
度
障
が
い
者
に
対
し
て

食
事
介
助
や
入
浴
介
助
時
な

ど
に
複
数
の
生
活
支
援
員
を

配
置
し
適
切
な
支
援
を
実
施

す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
の

一
部
を
助
成
す
る
。 

（
６
０
万
円
）

　

学
校
給
食
に
お
い
て
、
副

食
の
材
料
に
県
産
農
林
水
産

物
を
利
用
す
る
「
ふ
る
さ
と

食
の
日
」
を
設
定
し
、
食
材

費
の
一
部
を
助
成
す
る
。

（
４
２
０
万
円
）

　

園
芸
栽
培
施
設
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
効
率
を
高
め
、
加

温
に
用
い
る
燃
油
使
用
量
を

低
減
す
る
た
め
の
装
置
、
資

材
な
ど
の
導
入
補
助
。

　平成２０年９月定例会を９月４日から２４日までの日程で開いた。小城市税条例の一部

を改正する条例、１９年度一般会計決算認定、２０年度一般会計補正予算など２８議案が提

出された。１９年度決算認定については特別委員会を設置し、議会閉会中の継続審議と

なったが、それ以外の諸議案については、原案どおり可決した。

人
権
擁
護
委
員

候
補
者
を
推
薦

消
防
施
設
・
設
備

維
持
管
理
事
業

三
日
月
庁
舎
を耐

震
調
査

納
税
の
た
め
の

電
子
シ
ス
テ
ム
を
導
入

ケ
ア
ホ
ー
ム
の
重
度
障
が

い
者
支
援
体
制
を
強
化

学
校
給
食
で
地
産
地
消

施
設
園
芸
農
家
を
支
援

（
原
油
高
対
策
）

▲

昨
年
度
実
施
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と

食
の
日
」
で
は
、
海
苔
・
み
か
ん

な
ど
小
城
産
の
も
の
が
取
り
入
れ

ら
れ
た

堤　　敏昭氏

補正予算補正予算 2,994万円2,994万円
平成20年度平成20年度 一  般  会  計一  般  会  計

▲

古
く
な
り
わ
か
り
づ
ら
く
な
っ
た

消
防
水
利
標
識

▲三日月庁舎
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（
５
３
４
万
円
）

　

肥
育
素
牛
生
産
拡
大
対
策

及
び
自
給
飼
料
増
産
対
策
の

実
施
に
必
要
な
施
設
の
設
備

や
機
械
の
導
入
に
対
す
る
経

費
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

す
る
。

（
１
，２
３
０
万
円
）

　

６
月　

日
～　

日
に
か
け

１９

２２

て
の
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
り

発
生
し
た
林
道
災
害
の
復
旧

工
事
を
行
う
。（

４
５
０
万
円
）

　

三
日
月
一
号
排
水
路
管
理

道
路
舗
装
事
業

　

全
長　

３
３
４
ｍ 

（
２
０
１
万
円
）

　

傾
斜
地
に
あ
る
棚
田
の
崩

壊
防
止
と
景
観
保
全
の
た
め

に
、
土
で
作
っ
た
あ
ぜ
（
畦

畔
）
の
内
側
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
補
強
す
る
。

（
１
，１
４
６
万
円
）

　

修
繕
工
事
に
係
る
仮
設
道

路
の
工
事
及
び
立
木
補
償
費
。

（
１
７
７
万
円
）

　

６
月　

日
～　

日
に
か
け

１９

２２

て
の
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
り

発
生
し
た
市
道
災
害
の
復
旧

工
事
。
市
道
寺
浦
・
荒
谷
線
。

 

（
１
，８
７
６
万
円
）

　

地
震
防
災
特
別
措
置
法
の

改
正
に
よ
る
耐
震
化
促
進
の

た
め
の
補
助
金
な
ど
の
嵩
上

げ
を
受
け
て
、
市
内
対
象
と

な
る
学
校
の
補
強
計
画
並
び

に
実
施
設
計
業
務
を
行
う
。

 

（
７
８
９
万
円
）

　

新
耐
震
基
準
か
ら
外
れ
る

保
育
施
設
建
築
物
に
つ
い
て

保
育
所
の
耐
震
対
策
を
実
施

す
る
。
小
城
保
育
園
、
三
里

保
育
園
、
牛
津
保
育
園
。 

 
税
条
例
改
正 

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り

小
城
市
税
条
例
が
一
部
改
正

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
な
ど
の
寄

附
控
除
の
拡
充
、
公
的
年
金

か
ら
の
市
民
税
の
特
別
徴
収

な
ど
が
実
施
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
に
伴
い
、
行
財
政
改
革

の
観
点
か
ら
前
納
報
奨
金
制

度
が
廃
止
さ
れ
る
。
こ
れ
に

よ
り
約
２
，０
０
０
万
円
の

経
費
が
削
減
さ
れ
る
。

 
意 
見 
書 

　

地
域
医
療
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
（
諸
泉
定
次
議
員

提
出
）
に
つ
い
て
、
全
員
賛

成
で
可
決
さ
れ
た
。

畜
産
農
家
を
支
援

林
道
災
害
復
旧
事
業

環
境
整
備
事
業

里
地
棚
田
保
全

整
備
事
業（
岩
蔵
地
区
）

砥
川
地
区
鉱
害
復
旧
農

業
施
設
維
持
管
理
事
業

終点部終点部

起点部起点部

道
路
橋
り
ょ
う
災
害

復
旧
事
業

学
校
教
育
施
設
を

耐
震
補
強

保
育
園
を
耐
震
調
査

▲三日月中学校▲芦刈中学校▲芦刈幼稚園

▲小城保育園▲三里保育園▲牛津保育園

▲林道 天山線

▲上砥川 畑かん施設修繕のための
仮設道路予定地

▲

寺
浦
・
荒
谷
線

▲

江
里
山 
棚
田


